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令和４年度 学校経営計画表                       

１ 学校の現況 

学校番号 ４１ 学校名 県立鹿島灘高等学校 課程    定時制 学校長名   田 﨑 泰 昭 

教頭名   小 川 貴 行   朝 日   靖     事務（室）長名   田 山 みどり 

教職員数 教諭 ３０ 
養護 

教諭 
２ 

常勤 

講師 
５ 非常勤講師 ９ 

実習教諭、実習講師、  

実習助手 
１ 

事務 

職員 
４ 

技術 

職員等 
４ 計  ５５ 

生徒数 
小学科 

１年 ２年 ３年 ４年 合計 合  計 

クラス数 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 

普通科 ３０ １４ ２１ １６ ３４ １３ ３ １ ８８ ４４ １２ 

２ 目指す学校像 

○ 創意と活力に満ち、生き生きと学ぶことのできる安全・安心な学校 

○ 一人一人を生かし、個性の伸長を図ることのできる学校 

○ 生徒自らが自信と誇りを持ち、活力にあふれた学校 

○ 地域に根ざし、信頼され期待される学校 

３ 三つの方針（スクール・ポリシー） 

育成を目指す資質・能力に関する方針 

（グラデュエーション・ポリシー） 

（長期的目標） 

・自立して社会人として地域に貢献できる人材 

・生活力を身に付け、強く生きる力を身につけた人材 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（カリキュラム・ポリシー） 

（中期的目標） 

・単位制の特性を生かし、創意ある教育課程において主体的に学ぶ姿勢と確かな学力の育成 

・豊かな人間性を培うとともに、生涯にわたり学習する意欲と態度の育成 

・コミュニケーション能力と積極的に社会に参加し貢献する態度の育成 

入学者の受入れに関する方針 

（アドミッション・ポリシー） 

（短期的目標） 

・物事に対して誠実に取り組み、自己成長のために日々努力できる生徒 

・公共心に富み、周囲への配慮や感謝の気持ちを忘れずに行動できる生徒 

４ 現状分析と課題（数量的な分析を含む。） 

項目 現  状  分  析 課   題 

 

学習指導 

 義務教育段階での学習内容が十分に定着していない生徒や特別な支援を要する生徒が多く、

学習に取り組む姿勢や学力の差が大きい。 

 国語の少人数授業、英語・数学の習熟度別授業による｢KASHIMANADAプラン｣を実施し、

スモールステップによる達成感の積み重ねが学習意欲の向上に効果的に作用している｡ 

・授業と連携しての資格取得の促進 

・「分かる授業」に向けた指導法の改善と授業規律の確保 

・「個に応じた指導」の指導方法の工夫及び改善 

・特別支援学校との連携による指導体制の改善 

  全体的には落ち着いた学校生活を送っている。不登校の経験者、基本的生活習慣や対人関係 ・情報を共有し、全職員による共通理解に基づいた生徒指導 
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生徒指導 に課題を抱える生徒が多いが、教育相談体制の充実や教員の手間を惜しまないきめ細かな指導

により欠席日数が減少している。 

・教相部等と担任との連携強化による不登校解消率の向上 

・体験的行事への参加率向上と規範意識の高揚 

 

進路指導 

 進路意識の高揚を目指すとともにキャリアアップを図る目的で進路行事を計画的に行って

いる。 

個々の進路相談をこまめに行い、総合的な探究の時間を有効に使うことで、基礎学力の定着

や面接指導の充実など体系的なキャリア教育を推進し、進路決定につなげている。 

特別な支援を要する生徒について、中学校から個別の支援計画の引継ぎを行い、キャリア教

育、就労支援に活用することができるようになった。 

・進路行事への参加率の向上 

・進路決定及び定着に向けた指導の充実 

・基礎学力の定着及び進路意識の高揚 

・個別の支援計画を活用した進路指導の工夫および関係機関

との連携の強化 

・中学校との連携の強化 

 

特別活動 

 

 

 自尊感情や自己肯定感を高め、社会の一員としての存在を感じ、積極的に社会参加ができる

よう学校行事の工夫改善等を図っている。部活動に加入している生徒は熱心に取り組み、全国

大会出場などの成果を上げている。 

 

・体験型の学校行事やボランティア活動参加率の向上 

・コミュニケーション能力の育成、及び社会性の涵養 

 

働き方 

改革 

「きんむくん」の毎日の利用が習慣化されつつあり、在校時間に対して個々が意識するように

なってきているが、HRクラス担任は生徒・保護者対応等で退勤時間が遅くなりがちである。  

・職務の均整化 

・IT化や業務内容の精選による生徒対応への時間確保 

５ 中期的目標 

１  単位制の特性を生かした創意ある教育課程により、主体的に学ぶ姿勢と確かな学力の育成を図る。 

２ 豊かな人間性を培うとともに、生涯にわたり学習する意欲と態度を育てる。 

３ コミュニケーション能力の育成を通して、積極的に社会に参加し貢献する態度を育てる。 

４ 職員の適性を生かした校務分掌を配置し、情報共有化を図るとともに職務の均整化を図り、働き方改革を進める。 

６ 本年度の重点目標 

重点項目 重点目標 

１ 基礎学力の定着と「分か

る授業」の創意工夫 

（１）各種検定・資格等の受検を奨励し、授業と連携しながら合格者の増加を図り、主体的に学ぶ学習態度の育成を目指す。 

（２）生徒の実態を踏まえた指導内容の精選、個に応じたきめ細かな指導体制の工夫及び改善を図ることで、「分かる授業」を展開し、

基礎学力の定着を目指す。 

（３）授業公開週間を設定し、教員相互の授業参観を行うなど校内研修を行い、主体的・対話的で深い学びを実現するための授業改善

を推進する。 

（４）授業での ICT活用促進化の校内研修を推進し、授業に対する生徒の興味関心や理解力を高める。 

２ 基本的生活習慣の確立と

規範意識の高揚 

（１）あいさつ運動やマナーアップ運動、遅刻指導等を通して、基本的生活習慣の確立を図る。 

（２）生徒への日常の「声かけ」を重視し、望ましい人間関係を構築することにより、規範意識の高揚を図るとともに、予防的・開発

的生徒指導を実践する。 

（３）職員の共通理解に基づき、生徒自ら時と場に応じた身なりができるよう、日頃からの服装・頭髪の指導を推進する。 

３ 特別活動の充実 （１）体験型の学校行事の充実を図り、達成感や連帯感の涵養と、豊かなコミュニケーション能力と積極的に社会参画しようとする態

度の育成を図る。 
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（２）SHR、LHRの充実を図るとともに、個人面談（４回／年）等を実施することで生徒理解に努め、心の居場所としてのHR経営を

工夫する。    

（３）生徒の部活動や学校行事等への積極的な参加を促し、学校の活性化を図るとともに、キャリアパスポートを作成し、社会性やリ

ーダー性を育てる。 

４ 進路指導の充実 （１）全職員によるきめ細かな指導や各種セミナー、見学会等を改善充実させることにより、生徒の進路意識を高揚させ、進路決定率

の向上、定着率の向上を目指す。 

（２）進路行事の充実により、一貫したキャリア教育の体系を構築するとともに、個々の進路実現に向けた基礎学力の定着、面接指導

の充実を図る｡ 

（３）特別な支援を要する生徒に対し、生涯にわたって自立し、社会参加していく力を育成するために特別支援学校、企業、社会福祉

等の関係機関と連携を強化し、キャリア教育と就労支援を推進する。 

５ カウンセリングの充実 （１）常時相談に対応できる教育相談体制の継続と、相談室と担任等との連携強化を図る。 

（２）カウンセリングコーディネーター、スクールカウンセラー、養護教諭、キャンパスエイド等が相互に連携・研究し、生徒の心の

内面に迫りながら、心理教育的アプローチを生かした学級づくりと授業づくりの一体化を図る。 

（３）個々の生徒について教職員全体が共通理解をもって指導に当たれるよう、専門的知見も交えた研修の一層の充実を図る。 

６ 開かれた学校づくりと地

域との連携の推進 

 

 

 

（１）地域ボランティア活動への参加や積極的な学校公開、聴講生（陶芸、書道、中国語）制度の活用により、学校・家庭・地域社会

が一体となった教育活動を推進する。 

（２）ボランティア活動、防災訓練等の学校行事に保護者・地域住民が参加できるよう工夫改善し、開かれた学校づくりを推進する。 

（３）広報紙や学校ＨＰを通して、本校の特色を積極的に広報し、フレックススクールとしての特色ある活動への理解と協力を得る。 

７ 働き方改革について （１）「きんむくん」利用を徹底し、在校時間を各自が把握することによって、働き方への意識改革を図る。 

（２）職員の適性を生かした校務分掌配置を行い、職務の均整化を図る。 

 


